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Consideration for support of library use in teacher training of subject Informatics 
Takako NABESHIMA 
Abstract: 
Informatics teacher is required to have the information literacy. The ability to utilize the library is part of it. 
However, students don’t understand how to use the library. This research will clarify how to support library 
utilization for teacher training. There are three points. 1) Knowledge of libraries, 2) Specify search term, 3) 
Provide as much support as possible. 
 As a result, the following four have been clarified. 1) Certain effects are seen in the library guidance for 
freshman. However, students will be able to utilize the library by individual assistance by the librarian in 
study learning. 2) Possibility of students to achieve certain results by experiencing inevitable tasks utilizing 
libraries and study learning assuming the flow of learning. 3) Librarians and teachers go to the bookshelves 
with students, pick materials, helping to deepen understanding by reading materials together. The possibility 
that student's learning outcome can be obtained by repeating this. 4) Overall, the students first seemed to be 
burdened with the study learning. But everyone said finally got a great one. 
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び実施の流れを表 1 に示す。 
 




から 2 ページを選定する 
































































者である情報科教育法 2（後期開講）履修者 4 名とす
る。いずれも工学部情報工学科 2 年生であり、前期
に共通教科情報の模擬授業作成を終えている。 





－ 117 － 
後の課題とする。 
本研究では、図書館を活用する能力を身に付ける
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（情報科学）などの 0 類（総記）の 2 ヶ所に資料が
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の 4 つを選定した。 
この 4 つについて、調べる単元を象徴する用語、
暫定的に設定した「調べること」、学習指導要領およ
び解説の抜粋を A4 両面印刷 1 枚にまとめた「調べる
単元の用紙」を作成し、学生にひとつずつランダム
に割り当てることとした。作成した「調べる単元の
用紙」のイメージを図 1 に示す。 
 
 






























































































































































を 4 つのうちの 1 つとして選定した。なお、他の単
元についても、例えば小学生にもわかる資料等は大
学図書館よりも公共図書館にある可能性が高い。他
湘南工科大学紀要 第 53 巻 第１号 























月 11 日、18 日、2018 年 1 月 15 日、22 日、29 日の














単元を表 3 に示す。 
 
表 2 授業実施日程と学生の出欠 
日程 学生 A 学生 B 学生 C 学生 D 
①12/11 ○ ○ ○ ○ 
②12/18 ○ ○ ○ ○ 
③1/15 ○ × ○ × 
④1/22 ○ × ○ × 
⑤1/29 × ○ ○ ○ 
 
表 3 学生と担当単元 
学生 担当した単元を象徴する用語 
学生 A ユニバーサルデザイン 
学生 B メディア 
学生 C PDCA 




等について主に以下の 4 点が明らかとなった。 




(2) 4 名中 3 名（学生 A,B,D）は図書館という空
間を月に 4 回程度利用してはいるが、映画視
聴、パソコンの利用、学習室利用が目的であ
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た（「PDCA」であれば 7 冊）。1 冊は貸出し中
だったため 2 冊のみ届いた。最長で 1 週間後
に届くと言われたが月曜日に依頼し水曜日に
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⑨ 学生 A は前期の模擬授業作成の際に、専門書
10 冊を比較し 5 冊を参照した経験がある（た












⑩⑪ 取り寄せに関する学生 C の活動である。他
の図書館からの資料の取り寄せは時間がかか











































学生 A：14 冊、学生 B：10 冊、学生 C：９冊、学生
D：19 冊。学生が集めた資料の概要を表 4 に示す。 
 
表 4 学生が集めた資料の概要 
類 分類記号 冊数 所蔵場所 





518.8 2  
547.48 1  
0 007.3 1  
015.17 1  




















1 141.5 1  
5 519.12 1  
学生 D 3 336.17 12  
316.1 5  
－ 雑誌 2  
※所蔵場所無記入は大学附属図書館 
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 学生 A,B は、まず資料に目を通すことを助言した。 




















3-6. 調べ学習の支援（学生 A,C のみ） 
第 3 回、第 4 回の授業は、学生 B,D が欠席であっ
たため、学生 A,C の支援を実施した。 
 第 3 回の授業では学生 A が、第 4 回の授業では学
生 C が、主に司書による支援を受けた。第 3 回の授
業では学生 C を、第 4 回の授業では学生 A を主に筆
者が支援した。なお、学生 A は第 3 回の司書による






































作業を学生 C と共に検討した。 
 
3-7. 図書館を活用した調べ学習の結果（最終発表） 
 第 5 回の授業前半にて、各自が調べたことを発表
した。その主な内容を以下に述べる。なお、学生 A







































































 第 5 回の授業後半にて、調べ学習を体験した感想
を学生に面談した。質問の観点は以下の 3点である。
①司書による支援（図書館の説明）②調べる対象を
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習成果より抽出し、表 5 に示す。 
 













1.図書館の定義（意義）     
2.図書館の種類     
3.参考図書 ○  ○  
4-1.ラベル ○ ○ ○ ○ 
4-2.日本十進分類法 ○ ○ ○ ○ 
4-3.書架への配架順序 ○   ○ 
5.レファレンスサービス ○  ○ ○ 
6.他の図書館との連携   ○  
7.書籍の機能   ○  
8.検索機能（OPAC） ○ ○ ○ ○ 
9.データベース ○  ○  
 












































































































湘南工科大学紀要 第 53 巻 第１号 

















































[1] 現行高等学校学習指導要領（平成 21 年 3 月公示）
第 1 章総則第 5 款の 5 の(11) 
[2] 新高等学校学習指導要領（平成 30 年 3 月公示）





























力」は「第 6 章 読書と学習」（p.112，p.119）に登
場し，この章の執筆者は宅間紘一。 
[10] 現行中学校学習指導要領解説技術・家庭編（平
成 20 年 7 月公示）p.35 
 
 
